













































































――  江戸期を中心として ――















































































































































































































































































































































































































































部　昭和四十一年二月　218 頁〜 219 頁
「大原幽学全集」　千葉教育会　昭和 18年再版
５）「子育ての書」１．２．　山住正巳他編注者　平凡
社　昭和五十一年二月
６）同上
７）同上
８）同上
９）陶梅理
寺島氏、名は酉一に卯　字は仲巳、江戸本所中の
郷に住し、瓦師を業とす、……
壮年の時、家業を其の子に譲り、別居に閑居し、
常に画事を娯とす、……寛政十年六月二十八日没
す、本所中郷成就寺に葬る。　
（日本晝家辞典　人名編　澤田章編　思文閣出版
昭和六十二年六月以下人名については、同書に
よる。）
10）高隆古（高久隆古）
姓は川勝、通称斧四郎、字は術迩、梅斎、無道々
者と号し、……、奥州（白河）の人（一つ下野の人）、
……高久靄崖没して嗣なし、其家を継ぎ、後故あ
りて去る、……初め画を依田竹谷に学び、……中
年田中訥言を慕ひ、之に師事せんと欲し、京に上
る、至れば即ち
訥言已に没す、乃ち渡邊清、浮田一恵等に拠りて
図画の旧式を問ひ、終に鳥羽覚融の風に拠りて一
様の画風を起す……後に名声を得て世に鳴る　安
政六年八月二十六日没す　年五十九
11）３代　広重
浮世絵師　一代広重の門人にして初め重寅とい
い、後に重政と称す。父は江戸深川の船大工な
り、二代広重の師家を出づるや、重政代りて師家
を継ぎ、二代広重と称す、実は三代なり。専ら錦
絵山水を画く、二代に及ばざるとこと遠しといへ
ども諸国名産画の如き稍々を見る。足るべし。明
治二十七年三月一日没す。
12）蒲田巌松
名は子寛、秀一と号す。大阪の人、森祖仙に学びて
巧に禽獣を画く後中井潤藍江に就て人物山水花鳥を
能くす。安政六年七月ニ十八日没す、年六十二
13）長沢芦洲
画家。名は鱗、字は呑江。号は南暁。長沢芦雪の
子。人物画・花鳥画を能くした。弘化四年没
14）英一笑
高崇渓の次男にして、一珪の養子となり、遂に英
一笑と称す。安政五年八月十二月没す。年五十五
15）山口素絢
字は伯後、山斎と号す。通称竹次郎。京都の人な
り、画を丸山応挙に学びて秘訣を得、又我が邦俗
の婦女、及び雑画に巧なり、文政元年十月二十四
日没す。年六十
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第九十七輯
七
①唐子と桃（陶梅里）
②五節句（高隆古）
③江戸風俗図絵巻（無落款）
135
年中行事における子どもの遊び生活
八
④菊節句風俗図（無落款）
⑤五月節句（３代広重） ⑥七夕図（鎌田巌松） ⑦七夕（長沢芦洲）
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第九十七輯
九
⑧かまどの大祓図（英一笑）
⑨年中行事
